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(57)【要約】
【課題】シンプルな構成により紙葉類の投入や投出にお
ける紙葉類載置台の動作に連動して札叩き用羽根車やコ
シ付け部材の進退を行うことができる紙葉類収納カセッ
トを提供する。
【解決手段】札叩き用羽根車６０は、進出位置と退避位
置との間で往復移動するようになっており、この札叩き
用羽根車６０が進出位置にあるときに、収納繰出機構に
より紙葉類がステージ３０上に送られる際にこの紙葉類
を叩くようになっており、この札叩き用羽根車６０が退
避位置にあるときに、ステージ３０上に集積された紙葉
類が収納繰出機構により投出入口１６に繰り出される際
にこの紙葉類に当接しないようになっている。また、進
退機構により、ステージ３０の往復移動に連動して札叩
き用羽根車６０を進出位置と退避位置との間で往復移動
させるようになっている。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体と、
　前記筐体の外部から内部への紙葉類の投入および前記筐体の内部から外部への紙葉類の
投出を行うための投出入口と、
　前記筐体の内部において往復移動するよう設けられ、前記投出入口により前記筐体の外
部から内部に投入された紙葉類が集積される紙葉類載置台と、
　前記筐体の内部に設けられ、前記投出入口により前記筐体の外部から内部に投入された
紙葉類を前記紙葉類載置台に送るとともに前記紙葉類載置台に集積された紙葉類を前記投
出入口に繰り出す収納繰出機構と、
　前記筐体の内部に設けられ、進出位置と退避位置との間で往復移動するようになってい
る札叩き用羽根車であって、この札叩き用羽根車が進出位置にあるときに、前記投出入口
により前記筐体の外部から内部に投入された紙葉類が前記収納繰出機構により前記紙葉類
載置台に送られる際にこの紙葉類を叩くよう構成され、この札叩き用羽根車が退避位置に
あるときに、前記紙葉類載置台に集積された紙葉類が前記収納繰出機構により前記投出入
口に繰り出される際にこの紙葉類に当接しないような札叩き用羽根車と、
　前記紙葉類載置台および前記札叩き用羽根車にそれぞれ接続され、前記紙葉類載置台の
往復移動に連動して前記札叩き用羽根車を進出位置と退避位置との間で往復移動させる進
退機構であって、前記紙葉類載置台が前記収納繰出機構に向かって移動する際に前記札叩
き用羽根車を前記退避位置に移動させ、前記紙葉類載置台が前記収納繰出機構から遠ざか
るよう移動する際に前記札叩き用羽根車を前記進出位置に移動させるような進退機構と、
　を備えたことを特徴とする紙葉類収納カセット。
【請求項２】
　前記紙葉類載置台は前記筐体の内部において昇降するようになっており、
　前記進退機構は、前記紙葉類載置台が上昇する際に前記札叩き用羽根車を前記退避位置
に移動させ、前記紙葉類載置台が下降する際に前記札叩き用羽根車を前記進出位置に移動
させることを特徴とする請求項１記載の紙葉類収納カセット。
【請求項３】
　前記進退機構は、前記紙葉類載置台が前記収納繰出機構に向かって移動し始めた際に前
記札叩き用羽根車を前記退避位置に移動させ、前記紙葉類載置台が前記収納繰出機構から
遠ざかるよう移動し始めた際に前記札叩き用羽根車を前記進出位置に移動させることを特
徴とする請求項１または２記載の紙葉類収納カセット。
【請求項４】
　前記進退機構にはトルクリミッタが設けられており、当該トルクリミッタは、前記札叩
き用羽根車が前記退避位置または前記進出位置に到達するまでは前記紙葉類載置台の移動
に伴って前記札叩き用羽根車を移動させ、前記札叩き用羽根車が前記退避位置または前記
進出位置に到達したら前記紙葉類載置台の移動による力を前記札叩き用羽根車に作用させ
ないようになっていることを特徴とする請求項３記載の紙葉類収納カセット。
【請求項５】
　前記筐体の内部に設けられ、前記進退機構に接続され、進出位置と退避位置との間で往
復移動するようになっているコシ付け部材であって、このコシ付け部材が進出位置にある
ときに、前記投出入口により前記筐体の外部から内部に投入された紙葉類が前記収納繰出
機構により前記紙葉類載置台に送られる際にこの紙葉類に当接してコシを付けるよう構成
され、このコシ付け部材が退避位置にあるときに、前記紙葉類載置台に集積された紙葉類
が前記収納繰出機構により前記投出入口に繰り出される際にこの紙葉類に当接しないよう
なコシ付け部材を更に備え、
　前記進退機構は、前記紙葉類載置台が前記収納繰出機構に向かって移動する際に前記コ
シ付け部材を前記退避位置に移動させ、前記紙葉類載置台が前記収納繰出機構から遠ざか
るよう移動する際に前記コシ付け部材を前記進出位置に移動させることを特徴とする請求
項１乃至４のいずれか一項に記載の紙葉類収納カセット。
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【請求項６】
　筐体と、
　前記筐体の外部から内部への紙葉類の投入および前記筐体の内部から外部への紙葉類の
投出を行うための投出入口と、
　前記筐体の内部において往復移動するよう設けられ、前記投出入口により前記筐体の外
部から内部に投入された紙葉類が集積される紙葉類載置台と、
　前記筐体の内部に設けられ、前記投出入口により前記筐体の外部から内部に投入された
紙葉類を前記紙葉類載置台に送るとともに前記紙葉類載置台に集積された紙葉類を前記投
出入口に繰り出す収納繰出機構と、
　前記筐体の内部に設けられ、進出位置と退避位置との間で往復移動するようになってい
るコシ付け部材であって、このコシ付け部材が進出位置にあるときに、前記投出入口によ
り前記筐体の外部から内部に投入された紙葉類が前記収納繰出機構により前記紙葉類載置
台に送られる際にこの紙葉類に当接してコシを付けるよう構成され、このコシ付け部材が
退避位置にあるときに、前記紙葉類載置台に集積された紙葉類が前記収納繰出機構により
前記投出入口に繰り出される際にこの紙葉類に当接しないようなコシ付け部材と、
　前記紙葉類載置台および前記コシ付け部材にそれぞれ接続され、前記紙葉類載置台の往
復移動に連動して前記コシ付け部材を進出位置と退避位置との間で往復移動させる進退機
構であって、前記紙葉類載置台が前記収納繰出機構に向かって移動する際に前記コシ付け
部材を前記退避位置に移動させ、前記紙葉類載置台が前記収納繰出機構から遠ざかるよう
移動する際に前記コシ付け部材を前記進出位置に移動させるような進退機構と、
　を備えたことを特徴とする紙葉類収納カセット。
【請求項７】
　前記紙葉類載置台は前記筐体の内部において昇降するようになっており、
　前記進退機構は、前記紙葉類載置台が上昇する際に前記コシ付け部材を前記退避位置に
移動させ、前記紙葉類載置台が下降する際に前記コシ付け部材を前記進出位置に移動させ
ることを特徴とする請求項６記載の紙葉類収納カセット。
【請求項８】
　前記進退機構は、前記紙葉類載置台が前記収納繰出機構に向かって移動し始めた際に前
記コシ付け部材を前記退避位置に移動させ、前記紙葉類載置台が前記収納繰出機構から遠
ざかるよう移動し始めた際に前記コシ付け部材を前記進出位置に移動させることを特徴と
する請求項６または７記載の紙葉類収納カセット。
【請求項９】
　前記進退機構にはトルクリミッタが設けられており、当該トルクリミッタは、前記コシ
付け部材が前記退避位置または前記進出位置に到達するまでは前記紙葉類載置台の移動に
伴って前記コシ付け部材を移動させ、前記コシ付け部材が前記退避位置または前記進出位
置に到達したら前記紙葉類載置台の移動による力を前記コシ付け部材に作用させないよう
になっていることを特徴とする請求項８記載の紙葉類収納カセット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、紙幣や小切手等の紙葉類の収納を行う紙葉類収納カセットに関し、とりわけ
、シンプルな構成により、紙葉類の投入時や投出時における紙葉類載置台の動作に連動し
て札叩き用羽根車やコシ付け部材の進退を行うことができる紙葉類収納カセットに関する
。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、紙幣や小切手等の紙葉類の収納を行う紙葉類収納カセットが知られている。
このような紙葉類収納カセットは、略直方体形状の筐体と、筐体の上面に設けられ、当該
筐体の外部から内部への紙葉類の投入および筐体の内部から外部への紙葉類の投出を行う
ための投出入口と、筐体の内部に設けられ、投出入口により筐体の外部から内部に投入さ
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れた紙葉類が集積される紙葉類載置台と、を備えている。また、筐体の内部には、投出入
口により筐体の外部から内部に投入された紙葉類を紙葉類載置台に送るとともにこの紙葉
類載置台に集積された紙葉類を投出入口に繰り出す収納繰出機構が設けられている。ここ
で、収納繰出機構は、筐体の上面に設けられた投出入口の近傍に設置されている。また、
紙葉類載置台は筐体内で昇降自在となっており、筐体の外部から内部へ紙葉類を投入する
際には紙葉類載置台を下降させ、この紙葉類載置台を収納繰出機構から遠ざけるようにす
る。一方、筐体の内部から外部へ紙葉類を投出する際には紙葉類載置台を上昇させ、この
紙葉類載置台を収納繰出機構の近傍に位置させるようにする。
【０００３】
　このような紙葉類収納カセットにおいては、収納繰出機構の近傍には札叩き用羽根車が
設けられている。そして、投出入口により筐体の外部から内部に投入された紙葉類が収納
繰出機構により紙葉類載置台に送られる際に、札叩き用羽根車はこの紙葉類を叩くように
なっている。紙葉類が収納繰出機構により紙葉類載置台に送られる際に、この紙葉類を札
叩き用羽根車で叩くことにより、紙葉類を迅速に紙葉類載置台上に落下させることができ
るとともに、紙葉類載置台上で紙葉類が縦向きになることはなく横向きの積層状態で集積
されることとなる。
【０００４】
　このような札叩き用羽根車は、紙葉類を筐体の外部から内部に投入する際には紙葉類を
叩くよう構成されているが、紙葉類を筐体の内部から外部に投出する際に、紙葉類載置台
に集積された紙葉類が収納繰出機構により投出入口に繰り出されるときにこの紙葉類が札
叩き用羽根車に当たってしまうと、札叩き用羽根車は紙葉類の投出動作の邪魔になってし
まう。
【０００５】
　このため、例えば特許文献１等に開示される紙葉類入出金機においては、紙葉類を筐体
の内部から外部に投出する際に札叩き用羽根車が邪魔にならないように、紙葉類の投出時
には札叩き用羽根車を紙葉類の搬送経路から退避させるようになっている。札叩き用羽根
車が紙葉類の搬送経路から退避すると、紙葉類載置台に集積された紙葉類が収納繰出機構
により投出入口に繰り出される際にこの紙葉類は札叩き用羽根車に当接しなくなる。より
具体的には、筐体の内部から外部への紙葉類の投出を行う際には紙葉類載置台を上昇させ
るが、この上昇した後の紙葉類載置台に集積された紙葉類がセンサ等により検知され、こ
の検知情報に基づいてソレノイドによって札叩き用羽根車を紙葉類の搬送経路から退避さ
せるようこの札叩き用羽根車を移動させるようになっている。
【０００６】
【特許文献１】特開平７－１７２７１０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献１に示すような紙葉類入出金機においては、紙葉類の投入時や
投出時において紙葉類載置台の移動が完了しないと札叩き用羽根車が移動し始めず、紙葉
類の投入や投出の準備ができるまでに時間がかかるという問題があった。また、札叩き用
羽根車はアクチュエータを駆動源とするため、装置が大がかりになってしまうという問題
がある。
【０００８】
　本発明は、このような点を考慮してなされたものであり、紙葉類載置台と札叩き用羽根
車との間を進退機構で接続させ、この進退機構によって紙葉類載置台の往復移動に連動し
て札叩き用羽根車を進出位置と退避位置との間で往復移動させることにより、シンプルな
構成により、紙葉類の投入時や投出時における紙葉類載置台の動作に連動して札叩き用羽
根車の進退を行うことができる紙葉類収納カセットを提供することを目的とする。
【０００９】
　また、本発明の他の目的は、紙葉類載置台とコシ付け部材との間を進退機構で接続させ
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、この進退機構によって紙葉類載置台の往復移動に連動してコシ付け部材を進出位置と退
避位置との間で往復移動させることにより、シンプルな構成により、紙葉類の投入時や投
出時における紙葉類載置台の動作に連動してコシ付け部材の進退を行うことができる紙葉
類収納カセットを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の紙葉類収納カセットは、筐体と、前記筐体の外部から内部への紙葉類の投入お
よび前記筐体の内部から外部への紙葉類の投出を行うための投出入口と、前記筐体の内部
において往復移動するよう設けられ、前記投出入口により前記筐体の外部から内部に投入
された紙葉類が集積される紙葉類載置台と、前記筐体の内部に設けられ、前記投出入口に
より前記筐体の外部から内部に投入された紙葉類を前記紙葉類載置台に送るとともに前記
紙葉類載置台に集積された紙葉類を前記投出入口に繰り出す収納繰出機構と、前記筐体の
内部に設けられ、進出位置と退避位置との間で往復移動するようになっている札叩き用羽
根車であって、この札叩き用羽根車が進出位置にあるときに、前記投出入口により前記筐
体の外部から内部に投入された紙葉類が前記収納繰出機構により前記紙葉類載置台に送ら
れる際にこの紙葉類を叩くよう構成され、この札叩き用羽根車が退避位置にあるときに、
前記紙葉類載置台に集積された紙葉類が前記収納繰出機構により前記投出入口に繰り出さ
れる際にこの紙葉類に当接しないような札叩き用羽根車と、前記紙葉類載置台および前記
札叩き用羽根車にそれぞれ接続され、前記紙葉類載置台の往復移動に連動して前記札叩き
用羽根車を進出位置と退避位置との間で往復移動させる進退機構であって、前記紙葉類載
置台が前記収納繰出機構に向かって移動する際に前記札叩き用羽根車を前記退避位置に移
動させ、前記紙葉類載置台が前記収納繰出機構から遠ざかるよう移動する際に前記札叩き
用羽根車を前記進出位置に移動させるような進退機構と、を備えたことを特徴とする。
【００１１】
　このような紙葉類収納カセットによれば、進退機構により、紙葉類載置台の往復移動に
連動して札叩き用羽根車を進出位置と退避位置との間で往復移動させるようになっている
ので、札叩き用羽根車を駆動させるためのアクチュエータ等の駆動源や、紙葉類載置台に
集積された紙葉類を検知するためのセンサ等を設ける必要がなく、シンプルな構成により
、紙葉類の投入時や投出時における紙葉類載置台の動作に連動して札叩き用羽根車の進退
を行うことができる。このため、紙葉類の投入時にのみ紙葉類を札叩き用羽根車に当接さ
せることができる。
【００１２】
　本発明の紙葉類収納カセットにおいては、前記紙葉類載置台は前記筐体の内部において
昇降するようになっており、前記進退機構は、前記紙葉類載置台が上昇する際に前記札叩
き用羽根車を前記退避位置に移動させ、前記紙葉類載置台が下降する際に前記札叩き用羽
根車を前記進出位置に移動させるようになっていてもよい。
【００１３】
　本発明の紙葉類収納カセットにおいては、前記進退機構は、前記紙葉類載置台が前記収
納繰出機構に向かって移動し始めた際に前記札叩き用羽根車を前記退避位置に移動させ、
前記紙葉類載置台が前記収納繰出機構から遠ざかるよう移動し始めた際に前記札叩き用羽
根車を前記進出位置に移動させることが好ましい。このような紙葉類収納カセットによれ
ば、紙葉類載置台が完全に移動し終わらなくとも、紙葉類載置台の少しの動作で札叩き用
羽根車を進出位置や退避位置に移動させることができる。このことにより、筐体の内部へ
の紙葉類の投入や筐体の外部への紙葉類の投出をより迅速に行うことができるようになる
。
【００１４】
　本発明の紙葉類収納カセットにおいては、前記進退機構にはトルクリミッタが設けられ
ており、当該トルクリミッタは、前記札叩き用羽根車が前記退避位置または前記進出位置
に到達するまでは前記紙葉類載置台の移動に伴って前記札叩き用羽根車を移動させ、前記
札叩き用羽根車が前記退避位置または前記進出位置に到達したら前記紙葉類載置台の移動
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による力を前記札叩き用羽根車に作用させないようになっていることが好ましい。このよ
うな紙葉類収納カセットによれば、札叩き用羽根車が退避位置または進出位置に到達した
後に、進退機構を構成する部材に過度の力がかかることを防止することができ、これらの
部材が破壊されてしまうことを防止することができる。
【００１５】
　本発明の紙葉類収納カセットにおいては、前記筐体の内部に設けられ、前記進退機構に
接続され、進出位置と退避位置との間で往復移動するようになっているコシ付け部材であ
って、このコシ付け部材が進出位置にあるときに、前記投出入口により前記筐体の外部か
ら内部に投入された紙葉類が前記収納繰出機構により前記紙葉類載置台に送られる際にこ
の紙葉類に当接してコシを付けるよう構成され、このコシ付け部材が退避位置にあるとき
に、前記紙葉類載置台に集積された紙葉類が前記収納繰出機構により前記投出入口に繰り
出される際にこの紙葉類に当接しないようなコシ付け部材を更に備え、前記進退機構は、
前記紙葉類載置台が前記収納繰出機構に向かって移動する際に前記コシ付け部材を前記退
避位置に移動させ、前記紙葉類載置台が前記収納繰出機構から遠ざかるよう移動する際に
前記コシ付け部材を前記進出位置に移動させることが好ましい。
【００１６】
　本発明の紙葉類収納カセットは、筐体と、前記筐体の外部から内部への紙葉類の投入お
よび前記筐体の内部から外部への紙葉類の投出を行うための投出入口と、前記筐体の内部
において往復移動するよう設けられ、前記投出入口により前記筐体の外部から内部に投入
された紙葉類が集積される紙葉類載置台と、前記筐体の内部に設けられ、前記投出入口に
より前記筐体の外部から内部に投入された紙葉類を前記紙葉類載置台に送るとともに前記
紙葉類載置台に集積された紙葉類を前記投出入口に繰り出す収納繰出機構と、前記筐体の
内部に設けられ、進出位置と退避位置との間で往復移動するようになっているコシ付け部
材であって、このコシ付け部材が進出位置にあるときに、前記投出入口により前記筐体の
外部から内部に投入された紙葉類が前記収納繰出機構により前記紙葉類載置台に送られる
際にこの紙葉類に当接してコシを付けるよう構成され、このコシ付け部材が退避位置にあ
るときに、前記紙葉類載置台に集積された紙葉類が前記収納繰出機構により前記投出入口
に繰り出される際にこの紙葉類に当接しないようなコシ付け部材と、前記紙葉類載置台お
よび前記コシ付け部材にそれぞれ接続され、前記紙葉類載置台の往復移動に連動して前記
コシ付け部材を進出位置と退避位置との間で往復移動させる進退機構であって、前記紙葉
類載置台が前記収納繰出機構に向かって移動する際に前記コシ付け部材を前記退避位置に
移動させ、前記紙葉類載置台が前記収納繰出機構から遠ざかるよう移動する際に前記コシ
付け部材を前記進出位置に移動させるような進退機構と、を備えたことを特徴とする。
【００１７】
　このような紙葉類収納カセットによれば、進退機構により、紙葉類載置台の往復移動に
連動してコシ付け部材を進出位置と退避位置との間で往復移動させるようになっているの
で、コシ付け部材を駆動させるためのアクチュエータ等の駆動源や、紙葉類載置台に集積
された紙葉類を検知するためのセンサ等を設ける必要がなく、シンプルな構成により、紙
葉類の投入時や投出時における紙葉類載置台の動作に連動してコシ付け部材の進退を行う
ことができる。このため、紙葉類の投入時にのみ紙葉類をコシ付け部材に当接させること
ができる。
【００１８】
　本発明の紙葉類収納カセットにおいては、前記紙葉類載置台は前記筐体の内部において
昇降するようになっており、前記進退機構は、前記紙葉類載置台が上昇する際に前記コシ
付け部材を前記退避位置に移動させ、前記紙葉類載置台が下降する際に前記コシ付け部材
を前記進出位置に移動させるようになっていてもよい。
【００１９】
　本発明の紙葉類収納カセットにおいては、前記進退機構は、前記紙葉類載置台が前記収
納繰出機構に向かって移動し始めた際に前記コシ付け部材を前記退避位置に移動させ、前
記紙葉類載置台が前記収納繰出機構から遠ざかるよう移動し始めた際に前記コシ付け部材
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を前記進出位置に移動させることが好ましい。このような紙葉類収納カセットによれば、
紙葉類載置台が完全に移動し終わらなくとも、紙葉類載置台の少しの動作でコシ付け部材
を進出位置や退避位置に移動させることができる。このことにより、筐体の内部への紙葉
類の投入や筐体の外部への紙葉類の投出をより迅速に行うことができるようになる。
【００２０】
　本発明の紙葉類収納カセットにおいては、前記進退機構にはトルクリミッタが設けられ
ており、当該トルクリミッタは、前記コシ付け部材が前記退避位置または前記進出位置に
到達するまでは前記紙葉類載置台の移動に伴って前記コシ付け部材を移動させ、前記コシ
付け部材が前記退避位置または前記進出位置に到達したら前記紙葉類載置台の移動による
力を前記コシ付け部材に作用させないようになっていることが好ましい。このような紙葉
類収納カセットによれば、コシ付け部材が退避位置または進出位置に到達した後に、進退
機構を構成する部材に過度の力がかかることを防止することができ、これらの部材が破壊
されてしまうことを防止することができる。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明の紙葉類収納カセットによれば、シンプルな構成により、紙葉類の投入時や投出
時における紙葉類載置台の動作に連動して札叩き用羽根車やコシ付け部材の進退を行うこ
とができ、このため、紙葉類の投入時にのみ紙葉類を札叩き用羽根車やコシ付け部材に当
接させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下、図面を参照して本発明の一の実施の形態について説明する。図１乃至図８は、本
実施の形態に係る紙葉類収納カセットを示す図である。このうち、図１は、本実施の形態
における紙葉類収納カセットの外観を示す斜視図であり、図２および図３は、それぞれ、
図１に示す紙葉類収納カセットの内部の構成の概略を示す構成図である。また、図４およ
び図５は、それぞれ、図２および図３に示す札叩き用羽根車、コシ付け部材および進退機
構の構成の詳細を示す構成図である。また、図６および図７は、それぞれ、図２および図
３に示すフィードローラ、ゲートローラ、札叩き用羽根車およびコシ付け部材を図２の左
方から見た構成図である。また、図８は、図２に示す進退機構の一部分を示す構成図であ
って、進退機構を図２の左方から見た図である。
【００２３】
　図１に示すように、紙葉類収納カセット１０は、略直方体形状の筐体１２を有し、紙幣
や小切手等の紙葉類を筐体１２の内部に収納するようになっている。図１に示すように、
紙葉類収納カセット１０において、投出入口１６が筐体１２の上面に設けられている。こ
の投出入口１６は、筐体１２の外部から内部への紙葉類の投入および筐体１２の内部から
外部への紙葉類の投出を行うために用いられるようになっている。また、紙葉類収納カセ
ット１０の上部には把持部１４が設けられており、操作者はこの把持部１４を持つことに
より紙葉類収納カセット１０の持ち運びを行うことができるようになっている。
【００２４】
　このような紙葉類収納カセット１０は、概して、紙葉類の収納や投出を行うための紙葉
類処理装置に着脱自在に収容されている。そして、紙葉類収納カセット１０が紙葉類処理
装置に収容されたときに、この紙葉類処理装置の本体部分から紙葉類が１枚ずつ紙葉類収
納カセット１０に送られたり、この紙葉類収納カセット１０から紙葉類が１枚ずつ紙葉類
処理装置の本体部分に戻されたりするようになっている。
【００２５】
　次に、図２および図３を用いて紙葉類収納カセット１０の内部の構成の概略について説
明する。図２に示すように、紙葉類収納カセット１０の筐体１２の内部には、投出入口１
６により筐体１２の外部から内部に投入された紙葉類が集積されるステージ（紙葉類載置
台）３０が設けられている。このステージ３０は筐体１２の内部において上下方向に往復
移動するよう、すなわち昇降するようになっている。また、図２および図３に示すように
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、ステージ３０が昇降する範囲を覆うよう、鉛直方向に延びる案内部材３１、３２が設け
られており、ステージ３０上に集積された紙葉類は案内部材３１、３２により当該ステー
ジ３０上に集積された状態から位置がずれないようになっている。
【００２６】
　ステージ３０は、タイミングベルト３３（後述）に接続されており、タイミングベルト
３３の動作によって当該ステージ３０が昇降されるようになっている。このタイミングベ
ルト３３、タイミングベルト３３を動作するための駆動機構（図示せず）からなる構成を
ステージ駆動機構という。そして、ステージ駆動機構は、紙葉類を筐体１２の外部から内
部に投入する際には、図２に示すようにステージ３０を降下させるようになっている。一
方、ステージ駆動機構は、紙葉類を筐体１２の内部から外部に投出する際には、図３に示
すようにステージ３０を上昇させるようになっている。
【００２７】
　筐体１２の内部には収納繰出機構が設けられている。この収納繰出機構は、投出入口１
６により筐体１２の外部から内部に投入された紙葉類をステージ３０上に送るとともに、
ステージ３０上に集積された紙葉類を投出入口１６に繰り出すようになっている。この収
納繰出機構は、筐体１２の内部における上部領域に設けられた、フィードローラ２０、ゲ
ートローラ２２およびキッカローラ２４から構成されている。図６等に示すように、これ
らのフィードローラ２０、ゲートローラ２２およびキッカローラ２４は、図２の左方から
見て左右一対のものとなっている。また、フィードローラ２０およびゲートローラ２２は
互いに当接しており、これらのフィードローラ２０とゲートローラ２２との間にはニップ
部が形成されている。
【００２８】
　キッカローラ２４はステージ３０の真上の位置に設けられている。このキッカローラ２
４には軸２４ａが設けられており、この軸２４ａを中心として回転するようになっている
。具体的には、キッカローラ２４は、紙葉類を筐体１２の内部から外部に投出する際に図
３の矢印方向に回転するようになっている。そして、キッカローラ２４は、紙葉類を筐体
１２の内部から外部に投出する際にステージ３０が上昇したときに、このステージ３０に
集積された紙葉類のうち最も上方にある紙葉類の表面に当接し、この当接した紙葉類をフ
ィードローラ２０とゲートローラ２２との間のニップ部に蹴り出すようになっている。
【００２９】
　フィードローラ２０には軸２０ａが設けられており、この軸２０ａを中心として回転す
るようになっている。具体的には、フィードローラ２０は、紙葉類を筐体１２の外部から
内部に投入する際には図２の矢印方向に回転し、投出入口１６から紙葉類搬送路１８（後
述）を経てフィードローラ２０に送られた紙葉類をステージ３０上に送るようになってい
る。一方、フィードローラ２０は、紙葉類を筐体１２の内部から外部に投出する際には図
３の矢印方向に回転し、キッカローラ２４によりフィードローラ２０とゲートローラ２２
との間のニップ部に送られた紙葉類を紙葉類搬送路１８に送るようになっている。このフ
ィードローラ２０は、図示しないフィードローラ駆動機構により、図２または図３の矢印
方向に連続的に回転させられるようになっている。
【００３０】
　ゲートローラ２２は、図２等に示すようにフィードローラ２０に対して当接するよう設
けられている。このゲートローラ２２には軸２２ａが設けられている。軸２２ａはその位
置が固定されており、回転しないようになっている。また、ゲートローラ２２と軸２２ａ
との間にはトルクリミッタ（図示せず）が配設されている。このトルクリミッタは、ゲー
トローラ２２に対して周方向に沿って予め設定された設定トルク以上の力が加えられたと
きには、軸２２ａに対するゲートローラ２２の回転を許容するようになっている。一方、
トルクリミッタは、ゲートローラ２２に加えられる周方向の力が設定トルクよりも小さい
ときにはゲートローラ２２と軸２２ａとを連動させるようになっている。すなわち、この
場合には、軸２２ａが固定されているので、ゲートローラ２２も回転しないようになって
いる。



(9) JP 2010-58905 A 2010.3.18

10

20

30

40

50

【００３１】
　ゲートローラ２２と軸２２ａとの間には上述のようなトルクリミッタが設けられている
ので、フィードローラ２０とゲートローラ２２との間のニップ部に紙葉類が送られない場
合には、前述のようにフィードローラ２０はフィードローラ駆動機構により連続的に回転
しており、フィードローラ２０とゲートローラ２２は当接しているのでこのゲートローラ
２２にもフィードローラ２０による連れ回りの力がかかることになる。このようなゲート
ローラ２２にかかる連れ回りの力はトルクリミッタにおける設定トルクよりも大きいため
、軸２２ａに対するゲートローラ２２の回転が許容され、ゲートローラ２２はフィードロ
ーラ２０に連れ回るようになる。
【００３２】
　一方、１枚の紙葉類がフィードローラ２０とゲートローラ２２との間のニップ部に送ら
れると、この紙葉類がフィードローラ２０とゲートローラ２２との間に挟まれるためゲー
トローラ２２にはフィードローラ２０による連れ回りの力がかからなくなり、このゲート
ローラ２２に加えられる周方向の力は設定トルクよりも小さくなる。このため、トルクリ
ミッタによりゲートローラ２２と軸２２ａとが連動させられ、軸２２ａが固定されている
のでゲートローラ２２も回転しないようになる。このように、フィードローラ２０により
紙葉類を紙葉類搬送路１８からステージ３０上に送ったり、ステージ３０上の紙葉類を紙
葉類搬送路１８に送ったりする際には、ゲートローラ２２は回転しないこととなる。
【００３３】
　紙葉類搬送路１８は、フィードローラ２０とゲートローラ２２との間のニップ部から、
投出入口１６まで延びるよう設けられている。このような紙葉類搬送路１８には複数の案
内ローラ２５、２６、２７が設けられており、筐体１２の外部から投出入口１６に投入さ
れた紙葉類は紙葉類搬送路１８に沿って案内ローラ２５、２６、２７によりフィードロー
ラ２０とゲートローラ２２との間のニップ部に送られるようになっている。また、紙葉類
を筐体１２の内部から外部に投出する際に、フィードローラ２０によりこのフィードロー
ラ２０とゲートローラ２２との間のニップ部から繰り出された紙葉類は、紙葉類搬送路１
８に沿って案内ローラ２５、２６、２７により投出入口１６に送られるようになっている
。
【００３４】
　また、筐体１２の内部におけるフィードローラ２０やゲートローラ２２の近傍には札叩
き用羽根車６０が設けられている。図６等に示すように、札叩き用羽根車６０は、左右一
対のフィードローラ２０やゲートローラ２２の左右方向外方にそれぞれ２つずつ、左右一
対で合計４つのものが設けられている。この札叩き用羽根車６０は例えばゴムから形成さ
れており、軸６０ｂを中心として回転するとともに、この軸６０ｂから放射状に複数延び
る札叩き部分６０ａにより、フィードローラ２０からステージ３０に送られる紙葉類を叩
くようになっている。札叩き用羽根車６０は、図２、図４および図６に示すような進出位
置と、図３、図５および図７に示すような退避位置との間で往復移動するようになってい
る。
【００３５】
　札叩き用羽根車６０が図２に示すような進出位置にあるときには、この札叩き用羽根車
６０はフィードローラ２０の回転駆動に連動して図２の時計回り方向に連続的に回転し、
この札叩き用羽根車６０の札叩き部分６０ａはフィードローラ２０とゲートローラ２２と
の間のニップ部と同じ高さレベルの位置まで進出し、このニップ部を通過してステージ３
０に送られる紙葉類を札叩き部分６０ａが叩くようになっている（図６参照）。一方、札
叩き用羽根車６０が図３に示すような退避位置にあるときには、この札叩き用羽根車６０
は図２に示すような進出位置から下方に退避しており、札叩き用羽根車６０の札叩き部分
６０ａは紙葉類の搬送経路から外れるようになっている。この際に、札叩き用羽根車６０
は停止したままである。このため、札叩き用羽根車６０が図３に示すような退避位置にあ
るときには、ステージ３０上にある紙葉類がキッカローラ２４によりフィードローラ２０
とゲートローラ２２との間のニップ部に送られたとき、この紙葉類は札叩き用羽根車６０
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の札叩き部分６０ａに当接しない（図７参照）。このような進出位置と退避位置との間で
の札叩き用羽根車６０の往復移動は、後述する進退機構により行われるようになっている
。
【００３６】
　また、筐体１２の内部におけるフィードローラ２０やゲートローラ２２の近傍にはコシ
付け部材６２が設けられている。図６等に示すように、コシ付け部材６２は、左右一対の
フィードローラ２０やゲートローラ２２の左右方向外方にそれぞれ２つずつ、左右一対で
合計４つのものが設けられている。設けられている。なお、左右一対のコシ付け部材６２
は、左右一対の札叩き用羽根車６０よりも内側に設けられている。コシ付け部材６２は例
えばステンレス鋼等の金属から形成されており、図６に示すようにフィードローラ２０か
らステージ３０に送られる紙葉類を波形状に変形させてコシを付けるようになっている。
より具体的には、コシ付け部材６２は、図２、図４および図６に示すような進出位置と、
図３、図５および図７に示すような退避位置との間で往復移動するようになっている。
【００３７】
　コシ付け部材６２が図２に示すような進出位置にあるときには、このコシ付け部材６２
はフィードローラ２０とゲートローラ２２との間に挟まれる紙葉類に当接して当該紙葉類
の一部分を上方に持ち上げ、この紙葉類を波形状に変形させるようになっている（図６参
照）。一方、コシ付け部材６２が図３に示すような退避位置にあるときには、このコシ付
け部材６２は図２に示すような進出位置から下方に退避しており、フィードローラ２０と
ゲートローラ２２との間に挟まれる紙葉類には当接しないようになる（図７参照）。この
ため、コシ付け部材６２が図３に示すような退避位置にあるときには、ステージ３０上に
ある紙葉類がキッカローラ２４によりフィードローラ２０とゲートローラ２２との間のニ
ップ部に送られたとき、この紙葉類はコシ付け部材６２に当接しない。このような進出位
置と退避位置との間でのコシ付け部材６２の往復移動は、後述する進退機構により行われ
るようになっている。
【００３８】
　次に、札叩き用羽根車６０やコシ付け部材６２を進出位置と退避位置との間で往復移動
させる進退機構の構成について説明する。この進退機構は、ステージ３０、札叩き用羽根
車６０およびコシ付け部材６２にそれぞれ接続され、ステージ３０の昇降に連動して札叩
き用羽根車６０およびコシ付け部材６２をそれぞれ進出位置と退避位置との間で往復移動
させるようになっている。具体的には、進退機構は、ステージ３０が収納繰出機構（フィ
ードローラ２０、ゲートローラ２２およびキッカローラ２４）に向かって移動する際に、
すなわちステージ３０が上昇する際に札叩き用羽根車６０およびコシ付け部材６２をそれ
ぞれ退避位置に移動させる。また、進退機構は、ステージ３０が収納繰出機構（フィード
ローラ２０、ゲートローラ２２およびキッカローラ２４）から遠ざかるよう移動する際に
、すなわちステージ３０が下降する際に札叩き用羽根車６０およびコシ付け部材６２をそ
れぞれ進出位置に移動させる。以下、このような進退機構の具体的な構成について詳述す
る。
【００３９】
　図２および図３に示すように、筐体１２の内部には無端状の例えばゴムベルトからなる
タイミングベルト３３が設けられている。このタイミングベルト３３は複数のプーリ３４
、３６、３８、４０、４２に張架されており、図２および図３の矢印方向にそれぞれ循環
移動することができるようになっている。ここで、ステージ３０には取付部３０ａが設け
られており、タイミングベルト３３はこの取付部３０ａに取り付けられている。このため
、ステージ駆動機構からの駆動力がプーリ３６に伝わることによりステージ３０が昇降さ
せられると、このタイミングベルト３３もステージ３０の昇降に合わせて循環移動させら
れるようになっている。より具体的には、紙葉類を筐体１２の外部から内部に投入する際
に、ステージ駆動機構がステージ３０を降下させると、タイミングベルト３３は図２の矢
印方向に循環移動させられ、プーリ４２が図２の時計回りに回転する。一方、紙葉類を筐
体１２の内部から外部に投出する際に、ステージ駆動機構からの駆動力がプーリ３６に伝
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えられ、ステージ３０を上昇させると、タイミングベルト３３は図３の矢印方向に循環移
動させられ、プーリ４２が図２の反時計回りに回転する。
【００４０】
　図８に示すように、プーリ４２には水平方向に延びる軸４２ａが取り付けられており、
この軸４２ａの先端部分にはトルクリミッタ４３が設けられている。そして、トルクリミ
ッタ４３にはカム部材４４が設けられている。トルクリミッタ４３は、カム部材４４に対
して予め設定された設定トルク以上の力が加えられたときには、このカム部材４４に対す
る軸４２ａの回転を許容するようになっている。一方、トルクリミッタ４３は、カム部材
４４に加えられる周方向の力が設定トルクよりも小さいときにはカム部材４４と軸４２ａ
とを連動させるようになっている。このようなトルクリミッタ４３が設けられていること
により、プーリ４２が回転することにより軸４２ａが回転したときには、通常時は（すな
わち、カム部材４４が自由に回転することができるときには）軸４２ａの回転に伴ってカ
ム部材４４も回転することとなる。しかしながら、軸４２ａを回転させることによりカム
部材４４を回転させた際に、カム部材４４をこれ以上回転させることができなくなった場
合には、トルクリミッタ４３は、カム部材４４に対する軸４２ａの回転を許容するように
なるので、軸４２ａは回転し続けるがカム部材４４は停止することとなる。
【００４１】
　前述のように、カム部材４４はトルクリミッタ４３に接続されている。ここで、図４等
に示すように、カム部材４４は略長円形の形状となっており、その中心から偏心した箇所
と、トルクリミッタ４３の中心位置とが位置合わせされている（図４等参照）。そして、
トルクリミッタ４３の中心位置から外れた位置において、カム部材４４には第１の棒状部
材４６の端部に設けられた第１の軸４６ａが接続されている。ここで、第１の棒状部材４
６は、第１の軸４６ａを中心としてカム部材４４に対して回転自在となっている。そして
、第１の軸４６ａはトルクリミッタ４３の中心から離間しているので、カム部材４４が回
転すると第１の軸４６ａもトルクリミッタ４３の中心位置を中心として回転するようにな
っている。
【００４２】
　図４等に示すように、第１の棒状部材４６における第１の軸４６ａとは反対側の端部に
は第２の軸４６ｂが設けられている。この第２の軸４６ｂは、第２の棒状部材４８の下端
部に接続されている。ここで、第１の棒状部材４６は、第２の軸４６ｂを中心として第２
の棒状部材４８に対して回転自在となっている。
【００４３】
　第２の棒状部材４８は、ステージ３０の昇降方向（図４等の上下方向）に延びるように
なっている。この第２の棒状部材４８はステージ３０の昇降方向に沿って往復移動するよ
うになっている。また、図８に示すように、第２の棒状部材４８の周囲には、当該第２の
棒状部材４８におけるステージ３０の昇降方向に沿った往復移動を案内する案内部材４７
が設けられている。このような案内部材４７が設けられていることにより、第１の棒状部
材４６が移動したときに第２の棒状部材４８はステージ３０の昇降方向に沿って確実に移
動するようになる。
【００４４】
　図４等に示すように、コシ付け部材６２は第１の支持部材５２により支持されている。
具体的には、第１の支持部材５２はコシ付け部材６２の下部に取り付けられている。そし
て、この第１の支持部材５２の下端部に、第２の棒状部材４８の上端部が接続されている
。このため、第２の棒状部材４８がステージ３０の昇降方向（図４等の上下方向）に沿っ
て移動すると、コシ付け部材６２および第１の支持部材５２もステージ３０の昇降方向に
沿って移動するようになっている。
【００４５】
　また、札叩き用羽根車６０は第２の支持部材５８により支持されている。具体的には、
第２の支持部材５８に札叩き用羽根車６０の軸６０ｂが接続されており、札叩き用羽根車
６０は第２の支持部材５８に対して軸６０ｂを中心として回転するようになっている。こ
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の第２の支持部材５８には、第１のピン５８ａおよび第２のピン５８ｂが設けられている
。第１のピン５８ａは第２の支持部材５８の下端部に設けられており、第２のピン５８ｂ
は第１のピン５８ａよりも上方の位置に設けられている。第２の支持部材５８は、第１の
ピン５８ａにより第１の支持部材５２に枢支されている。すなわち、第２の支持部材５８
は、第１の支持部材５２に対して第１のピン５８ａを中心として回転するようになってい
る。
【００４６】
　一方、第２の支持部材５８の近傍において、板状部材５０が筐体１２に固定されている
。この板状部材５０は位置固定となっている。この板状部材５０には、第１の開口部５０
ａおよび第２の開口部５０ｂが設けられている。第１の開口部５０ａは、ステージ３０の
昇降方向（図４等の上下方向）に沿って延びる長円形の形状となっている。一方、第２の
開口部５０ｂは、ステージ３０の昇降方向（図４等の上下方向）に対して傾斜して延びる
長円形の形状となっている。そして、板状部材５０の第１の開口部５０ａには第２の支持
部材５８の第１のピン５８ａが挿入され、板状部材５０の第２の開口部５０ｂには第２の
支持部材５８の第２のピン５８ｂが挿入されるようになっている。このため、第２の棒状
部材４８がステージ３０の昇降方向（図４等の上下方向）に沿って移動すると、第１の支
持部材５２もステージ３０の昇降方向に沿って移動するが、第２の支持部材５８は第１の
ピン５８ａにより第１の支持部材５２に枢支されているので、第２の支持部材５８もステ
ージ３０の昇降方向に沿って移動する。この際に、第２の支持部材５８の第１のピン５８
ａは板状部材５０の第１の開口部５０ａ内で移動し、第２の支持部材５８の第２のピン５
８ｂは板状部材５０の第２の開口部５０ｂ内で移動する。
【００４７】
　また、第２の開口部５０ｂはステージ３０の昇降方向（図４等の上下方向）に対して傾
斜して延びる長円形の形状となっているので、第１の支持部材５２が図４に示すような位
置から図５に示すような位置に移動すると、第２の支持部材５８は図５に示すようにステ
ージ３０の昇降方向に対して傾斜するようになる。
【００４８】
　上述のように、進退機構は、タイミングベルト３３、プーリ４２、トルクリミッタ４３
、カム部材４４、第１の棒状部材４６、案内部材４７、第２の棒状部材４８、板状部材５
０、第１の支持部材５２および第２の支持部材５８等により構成されている。
【００４９】
　次に、このような構成からなる紙葉類収納カセット１０の動作について以下に説明する
。具体的には、紙葉類を紙葉類収納カセット１０の筐体１２の外部から内部に投入する際
の動作、および紙葉類を紙葉類収納カセット１０の筐体１２の内部から外部に投出する際
の動作についてそれぞれ説明する。
【００５０】
　まず、紙葉類を紙葉類収納カセット１０の筐体１２の外部から内部に投入する際の動作
について図２、図４および図６を用いて説明する。
【００５１】
　紙葉類を筐体１２の外部から内部に投入する際に、まず、図２に示すようにステージ駆
動機構（図示せず）によりプーリ３６を駆動し、タイミングベルト３３を動作してステー
ジ３０を下降させる。このことにより、ステージ３０の上方に紙葉類の収納スペースが設
けられることとなる。ここで、ステージ３０が下降すると、タイミングベルト３３は図２
の矢印方向に循環移動し、プーリ４２は時計回りに回転する。このため、プーリ４２の回
転に伴って軸４２ａも回転し、図４に示すようにカム部材４４も図４の時計回りに回転す
る。このため、第１の軸４６ａによりカム部材４４に接続された第１の棒状部材４６が上
方に移動し、この第１の棒状部材４６に接続された第２の棒状部材４８も上方に移動する
。このことにより、第２の棒状部材４８に接続された第１の支持部材５２も上方に移動す
るのでこの第１の支持部材５２に固定されたコシ付け部材６２が上方に移動し、このコシ
付け部材６２は図２および図６に示すような進出位置に到達する。
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【００５２】
　また、第１の支持部材５２が上方に移動することにより、この第１の支持部材５２に対
して第１のピン５８ａを介して枢支された第２の支持部材５８も上方に移動する。この際
に、第２の支持部材５８の第１のピン５８ａが板状部材５０の第１の開口部５０ａに沿っ
て上方に案内され、一方、第２の支持部材５８の第２のピン５８ｂが板状部材５０の第２
の開口部５０ｂに沿って斜め上方に案内される。このため、第２の支持部材５８により支
持された札叩き用羽根車６０が上方に移動し、この札叩き用羽根車６０は図２および図６
に示すような進出位置に到達する。ここで、札叩き用羽根車６０が進出位置に位置すると
、この札叩き用羽根車６０はフィードローラ２０の回転駆動に連動して図２の時計回り方
向に連続的に回転する。
【００５３】
　このようにして、ステージ３０を下降させると、進退機構により札叩き用羽根車６０お
よびコシ付け部材６２は進出位置に移動することとなる。なお、札叩き用羽根車６０およ
びコシ付け部材６２が進出位置に到達すると、第１の支持部材５０および第２の支持部材
５８を上方にこれ以上移動させることができなくなるため、カム部材４４も図４に示す状
態からこれ以上回転させることができなくなる。このため、トルクリミッタ４３により、
カム部材４４に対する軸４２ａの回転が許容されるようになるので、ステージ３０の下降
に伴って軸４２ａは回転し続けるがカム部材４４は停止することとなる。
【００５４】
　その後、投出入口１６により紙葉類が１枚ずつ筐体１２の内部に投入されると、この紙
葉類は紙葉類搬送路１８を経てフィードローラ２０とゲートローラ２２との間のニップ部
に送られ、このニップ部に送られた紙葉類はフィードローラ２０によりステージ３０上に
送られる。この際に、図６に示すように、フィードローラ２０からステージ３０に送られ
る紙葉類は札叩き用羽根車６０の札叩き部分６０ａにより叩かれることとなる。このため
、紙葉類を迅速にステージ３０上に落下させることができるとともに、ステージ３０上で
紙葉類が縦向きになることはなく横向きの積層状態で集積されることとなる。
【００５５】
　また、図６に示すように、フィードローラ２０とゲートローラ２２との間のニップ部に
送られた紙葉類は、コシ付け部材６２により波形状に変形させられる。このことにより、
紙葉類にコシを付けることができる。
【００５６】
　次に、紙葉類を紙葉類収納カセット１０の筐体１２の内部から外部に投出する際の動作
について図３、図５および図７を用いて説明する。
【００５７】
　紙葉類を筐体１２の内部から外部に投出する際に、まず、図３に示すようにステージ駆
動機構（図示せず）によりプーリ３６を駆動してステージ３０を上昇させる。このことに
より、ステージ３０上に集積された紙葉類を収納繰出機構のキッカローラ２４に当接させ
ることができる。ここで、ステージ３０が上昇すると、タイミングベルト３３は図３の矢
印方向に循環移動し、プーリ４２は反時計回りに回転する。このため、プーリ４２の回転
に伴って軸４２ａも回転し、図５に示すようにカム部材４４も図５の反時計回りに回転す
る。このため、第１の軸４６ａによりカム部材４４に接続された第１の棒状部材４６が下
方に移動し、この第１の棒状部材４６に接続された第２の棒状部材４８も下方に移動する
。このことにより、第２の棒状部材４８に接続された第１の支持部材５２も下方に移動す
るのでこの第１の支持部材５２に固定されたコシ付け部材６２が下方に移動し、このコシ
付け部材６２は図３や図７に示すような退避位置に到達する。
【００５８】
　また、第１の支持部材５２が下方に移動することにより、この第１の支持部材５２に対
して第１のピン５８ａを介して枢支された第２の支持部材５８も下方に移動する。この際
に、第２の支持部材５８の第１のピン５８ａが板状部材５０の第１の開口部５０ａに沿っ
て下方に案内され、一方、第２の支持部材５８の第２のピン５８ｂが板状部材５０の第２
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の開口部５０ｂに沿って斜め下方に案内される。このため、第２の支持部材５８により支
持された札叩き用羽根車６０が下方に移動し、この札叩き用羽根車６０は図３や図７に示
すような退避位置に到達する。ここで、札叩き用羽根車６０が退避位置に位置すると、こ
の札叩き用羽根車６０はフィードローラ２０の回転駆動に連動することなく停止すること
となる。
【００５９】
　このようにして、ステージ３０を上昇させると、進退機構により札叩き用羽根車６０お
よびコシ付け部材６２は退避位置に移動することとなる。なお、札叩き用羽根車６０およ
びコシ付け部材６２が退避位置に到達すると、第１の支持部材５０および第２の支持部材
５８を下方にこれ以上移動させることができなくなるため、カム部材４４も図５に示す状
態からこれ以上回転させることができなくなる。このため、トルクリミッタ４３により、
カム部材４４に対する軸４２ａの回転が許容されるようになるので、ステージ３０の上昇
に伴って軸４２ａは回転し続けるがカム部材４４は停止することとなる。
【００６０】
　その後、ステージ３０が上昇することによりこのステージ３０上に集積された紙葉類が
キッカローラ２４に当接する。そして、キッカローラ２４により、ステージ３０に集積さ
れた紙葉類のうち最も上方にある紙葉類をフィードローラ２０とゲートローラ２２との間
のニップ部に蹴り出す。ニップ部に送られた紙葉類は、フィードローラ２０により紙葉類
搬送路１８に送られ、この紙葉類は最終的には投出入口１６まで搬送されることとなる。
このことにより、紙葉類収納カセット１０の筐体１２の外部へ紙葉類が投出される。この
際に、札叩き用羽根車６０およびコシ付け部材６２はそれぞれ図７に示すような退避位置
にあるので、紙葉類の投出が行われる間に紙葉類がこれらの札叩き用羽根車６０およびコ
シ付け部材６２に当接することはなく、紙葉類の搬送が札叩き用羽根車６０やコシ付け部
材６２により邪魔されることはない。
【００６１】
　以上のように本実施の形態の紙葉類収納カセット１０によれば、札叩き用羽根車６０は
、進出位置と退避位置との間で往復移動するようになっており、この札叩き用羽根車６０
が進出位置にあるときに、投出入口１６により筐体１２の外部から内部に投入された紙葉
類が収納繰出機構によりステージ３０上に送られる際にこの紙葉類を叩くようになってお
り、この札叩き用羽根車６０が退避位置にあるときに、ステージ３０上に集積された紙葉
類が収納繰出機構により投出入口１６に繰り出される際にこの紙葉類に当接しないように
なっている。また、進退機構により、ステージ３０の往復移動に連動して札叩き用羽根車
６０を進出位置と退避位置との間で往復移動させるようになっており、ステージ３０が収
納繰出機構に向かって移動する際に札叩き用羽根車６０を退避位置に移動させ、ステージ
３０が収納繰出機構から遠ざかるよう移動する際に札叩き用羽根車６０を進出位置に移動
させるようになっている。このように、進退機構により、ステージ３０の往復移動に連動
して札叩き用羽根車６０を進出位置と退避位置との間で往復移動させるようになっている
ので、札叩き用羽根車６０を駆動させるためのアクチュエータ等の駆動源や、ステージ３
０上に集積された紙葉類を検知するセンサ等を設ける必要がなく、シンプルな構成により
、紙葉類の投入時や投出時におけるステージ３０の動作に連動して札叩き用羽根車６０の
進退を行うことができる。このため、紙葉類の投入時にのみ紙葉類を札叩き用羽根車６０
に当接させることができる。
【００６２】
　また、本実施の形態の紙葉類収納カセット１０によれば、コシ付け部材６２は、進出位
置と退避位置との間で往復移動するようになっており、このコシ付け部材６２が進出位置
にあるときに、投出入口１６により筐体１２の外部から内部に投入された紙葉類が収納繰
出機構によりステージ３０上に送られる際にこの紙葉類に当接してコシを付けるようにな
っており、このコシ付け部材６２が退避位置にあるときに、ステージ３０上に集積された
紙葉類が収納繰出機構により投出入口１６に繰り出される際にこの紙葉類に当接しないよ
うになっている。また、進退機構により、ステージ３０の往復移動に連動してコシ付け部
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材６２を進出位置と退避位置との間で往復移動させるようになっており、ステージ３０が
収納繰出機構に向かって移動する際にコシ付け部材６２を退避位置に移動させ、ステージ
３０が収納繰出機構から遠ざかるよう移動する際にコシ付け部材６２を進出位置に移動さ
せるようになっている。このように、進退機構により、ステージ３０の往復移動に連動し
てコシ付け部材６２を進出位置と退避位置との間で往復移動させるようになっているので
、コシ付け部材６２を駆動させるためのアクチュエータ等の駆動源や、ステージ３０上に
集積された紙葉類を検知するセンサ等を設ける必要がなく、シンプルな構成により、紙葉
類の投入時や投出時におけるステージ３０の動作に連動してコシ付け部材６２の進退を行
うことができる。このため、紙葉類の投入時にのみ紙葉類をコシ付け部材６２に当接させ
ることができる。
【００６３】
　ここで、進退機構は、ステージ３０が収納繰出機構に向かって移動し始めた際に札叩き
用羽根車６０やコシ付け部材６２を退避位置に移動させ、ステージ３０が収納繰出機構か
ら遠ざかるよう移動し始めた際に札叩き用羽根車６０やコシ付け部材６２を進出位置に移
動させるようになっている。このため、ステージ３０が完全に移動し終わらなくとも、ス
テージ３０の少しの動作で札叩き用羽根車６０やコシ付け部材６２を進出位置や退避位置
に移動させることができる。このことにより、筐体１２の内部への紙葉類の投入や筐体１
２の外部への紙葉類の投出をより迅速に行うことができるようになる。
【００６４】
　また、進退機構にはトルクリミッタ４３が設けられており、このトルクリミッタ４３は
、プーリ４２が回転することにより軸４２ａが回転したときには、通常時は軸４２ａの回
転に伴ってカム部材４４も回転させるようになっているが、カム部材４４をこれ以上回転
させることができなくなった場合には、カム部材４４に対する軸４２ａの回転を許容する
ようになっている。このため、軸４２ａは回転し続けるがカム部材４４は停止することと
なる。このように、トルクリミッタ４３は、札叩き用羽根車６０やコシ付け部材６２が退
避位置または進出位置に到達するまではステージ３０の移動に伴って札叩き用羽根車６０
やコシ付け部材６２を移動させ、札叩き用羽根車６０やコシ付け部材６２が退避位置また
は進出位置に到達したらステージ３０の移動による力を札叩き用羽根車６０やコシ付け部
材６２に作用させないようになっている。このため、札叩き用羽根車６０やコシ付け部材
６２が退避位置または進出位置に到達した後に、カム部材４４や第１の棒状部材４６、第
２の棒状部材４８等に過度の力がかかることを防止することができ、これらの部材が破壊
されてしまうことを防止することができる。
【００６５】
　なお、本発明による紙葉類収納カセットは、上記の態様に限定されるものではなく、様
々の変更を加えることができる。例えば、図１乃至図８に示す紙葉類収納カセット１０で
は、進退機構は、ステージ３０の往復移動に連動して札叩き用羽根車６０およびコシ付け
部材６２の両方を進出位置と退避位置との間で往復移動させるようになっているが、この
ような例に限定されることはなく、進退機構が、ステージ３０の往復移動に連動して札叩
き用羽根車６０またはコシ付け部材６２のうちいずれか一方のみを進出位置と退避位置と
の間で往復移動させるようになっていてもよい。
【００６６】
　また、ステージ３０の往復移動に連動して札叩き用羽根車６０を進出位置と退避位置と
の間で往復移動させる進退機構と、ステージ３０の往復移動に連動してコシ付け部材６２
を進出位置と退避位置との間で往復移動させる進退機構とを別々のものとして紙葉類収納
カセット１０に設けるようになっていてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００６７】
【図１】本発明の一の実施の形態における紙葉類収納カセットの外観を示す斜視図である
。
【図２】図１に示す紙葉類収納カセットの内部の構成の概略を示す構成図であって、紙葉
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類を筐体の外部から内部に投入する際の状態を示す図である。
【図３】図１に示す紙葉類収納カセットの内部の構成の概略を示す構成図であって、紙葉
類を筐体の内部から外部に投出する際の状態を示す図である。
【図４】図２に示す札叩き用羽根車、コシ付け部材および進退機構の構成の詳細を示す構
成図であって、紙葉類を筐体の外部から内部に投入する際の状態を示す図である。
【図５】図３に示す札叩き用羽根車、コシ付け部材および進退機構の構成の詳細を示す構
成図であって、紙葉類を筐体の内部から外部に投出する際の状態を示す図である。
【図６】図２に示すフィードローラ、ゲートローラ、札叩き用羽根車およびコシ付け部材
を図２の左方から見た構成図であって、紙葉類を筐体の外部から内部に投入する際の状態
を示す図である。
【図７】図３に示すフィードローラ、ゲートローラ、札叩き用羽根車およびコシ付け部材
を図３の左方から見た構成図であって、紙葉類を筐体の内部から外部に投出する際の状態
を示す図である。
【図８】図２に示す進退機構の一部分を示す構成図であって、進退機構を図２の左方から
見た図である。
【符号の説明】
【００６８】
１０　紙葉類収納カセット
１２　筐体
１４　把持部
１６　投出入口
１８　紙葉類搬送路
２０　フィードローラ
２０ａ　軸
２２　ゲートローラ
２２ａ　軸
２４　キッカローラ
２４ａ　軸
２５、２６、２７　案内ローラ
３０　ステージ（紙葉類載置台）
３０ａ　取付部
３１　案内部材
３２　案内部材
３３　タイミングベルト
３４、３６、３８、４０　プーリ
４２　プーリ
４２ａ　軸
４３　トルクリミッタ
４４　カム部材
４６　第１の棒状部材
４６ａ　第１の軸
４６ｂ　第２の軸
４７　案内部材
４８　第２の棒状部材
５０　板状部材
５０ａ　第１の開口部
５０ｂ　第２の開口部
５２　第１の支持部材
５８　第２の支持部材
５８ａ　第１のピン
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５８ｂ　第２のピン
６０　札叩き用羽根車
６０ａ　札叩き部分
６０ｂ　軸
６２　コシ付け部材

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】

【図７】
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【図８】
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